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助けあい介護サービス学習会

■ ９月1２日（水）13時30分～16時30分

■ 八戸医療生活協同組合本部（類家５丁目38-20）

■ 講演 「助けあい介護サービスについて」

講師 工藤 美代子さん(県本部書記次長)

講演の後、質問・意見を受け付けます。

誰でも参加できます。関心のある人を誘って参加しま

しょう。組合員は参加し、学習しましょう。

会場の駐車場に止めれないときは下図を参照

５
月
発
行
の
２
４
９
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介
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■ 家族構成は？ ４７人回答

1, 一人暮らし １６人

2, 夫婦で １４人

3, 未婚の子どもと ５人

4, 子ども家族と ３人

5, その他 ９人
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第５回うたごえの会
みんなと歌って、スカッとさわやかに

■と き ９月２５日（火） １時半～４時半
■ところ Joe （野田ビル２Ｆ）
■会 費 500円（ワンドリンク付）

あなたもぜひ一度参加してみてください。
きっとうたごえの魅力に取りつかれますよ。
待ってます。

■連絡先 一山正子（℡４３－３１９８）

■ 暮らしは？ ４８人回答

1, 何とかふつう ３２人

2, 苦しい １３人

3, 大変苦しい ３人

4, ゆとりがある ０人

■ 年金月額は？ ４４人回答

1, 5 万～ 10 万 １４人

2, 10 万～ 14 万 １０人

3, 20 万以上 ９人

4, 1 万～ 4 万 ７人

5, 15 万～ 19 万 ５人

■ 健康状態は？ ４７人回答

1, 定期的に通院 １８人

2, ほぼ健康 １２人

3, 年に数回通院 １１人

4, 通院しないが不良 ４人

5, 入院中・他 ２人

介護保険が適用される
12品目すべてが対象です。

・電動ベッド
・介助マット
・車いす
・認知症老人徘徊感知器
・歩行器など

給付の一例
・電動ベッド 20,000 円/月
・車いす 8,000 円/月
利用料合計 28,000 円/月

利用料の自己負担分(2,800 円 /

月)が助成されます－３ヵ月ごと

に口座に送金。


